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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線通信システムにおいてプリアンブルシーケ
ンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを
推定する方法および装置を提供する。
【解決手段】可能なプリアンブルシーケンス６０６の組
の中の１つのプリアンブルシーケンスを具備する信号が
受信される。整数搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）６
０８候補の縮小された組が割り出され得る。相互相関演
算が被受信信号および複数の候補被送信信号に関して行
なわれ得る。各候補被送信信号は可能なプリアンブルシ
ーケンスの組の中の１つを含み得る。また、各候補被送
信信号は、整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに
対応し得る。複数の相関値が、相互相関演算の結果割り
出され得る。相関値が使用されて、プリアンブルシーケ
ンスを同定するとともに整数ＣＦＯを推定する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定する方
法であって、
　可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つのプリアンブルシーケンスを具備する被
受信信号に対応する整数搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）候補の縮小された組を割り出
すことと、
　前記被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行することであって
、各候補被送信信号が前記可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを具備し、各候
補被送信信号が前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し、相関値が相関演
算の結果割り出される、相関演算を実行することと、
　前記相関値を使用して前記プリアンブルシーケンスを同定するとともに前記整数ＣＦＯ
を推定することと、
　を具備する方法。
【請求項２】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することおよび前記整数ＣＦＯを推定することが同
時に行なわれる、
　請求項１の方法。
【請求項３】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することが、前記プリアンブルシーケンスと関連付
けられているプリアンブルインデックスを同定することを具備する、
　請求項１の方法。
【請求項４】
　前記プリアンブルシーケンスに対応するセグメントを同定することをさらに具備する、
　請求項１の方法。
【請求項５】
　仮想セグメントを割り出すことをさらに具備し、
　前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組が前記仮想セグメントに基づいて割り出される、
　請求項１の方法。
【請求項６】
　整数ＣＦＯ候補の完全な組が、前記可能なプリアンブルシーケンスの各々についての２
×Ｚｉ個の整数ＣＦＯ候補を具備し、
　Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯである、
　請求項１の方法。
【請求項７】
　所与のセグメントｓについて、前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組がｚ＝－Ｚｉ＋ｖｓ

－ｓ：３：Ｚｉであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、ｖｓが仮想セグメン
トである、
　請求項１の方法。
【請求項８】
　前記プリアンブルシーケンスを送信することが、前記プリアンブルシーケンスを複数の
直交の副搬送波上に変調することを具備し、
　前記副搬送波の電力を割り出すことと、
　前記副搬送波の電力に基づいて前記仮想セグメントを割り出すことと、
　をさらに具備する、請求項１の方法。
【請求項９】
　前記仮想セグメントが
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【数１】

として割り出され、
　P(v) = sum(P(Kmin+v:3:Kmax))であり、Kmin = min(is,m=i)－Ziであり、Kmax = max(i

s,m=M)+Ziであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、Ｍがプリアンブルシーケ
ンスの長さであり、ｉｓ，ｍがセグメントｓに割り当てられている副搬送波インデックス
の組である、
　請求項８の方法。
【請求項１０】
【数２】

　請求項１の方法。
【請求項１１】
　前記方法が、直交周波数分割多重化のために構成される無線通信システム中の遠隔局に
よって行なわれる、
　請求項１の方法。
【請求項１２】
　プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定するよ
うに構成された無線装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電気的に通信するメモリと、
　前記メモリ内に格納された命令であって、
　を具備し、
　前記命令は、
　可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つのプリアンブルシーケンスを具備する被
受信信号に対応する整数搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）候補の縮小された組を割り出
し、
　前記被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行することであって
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、各候補被送信信号が前記可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを具備し、各候
補被送信信号が前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し、相関値が相関演
算の結果割り出される、相関演算を実行し、
　前記相関値を使用して前記プリアンブルシーケンスを同定するとともに前記整数ＣＦＯ
を推定する、
　ための実行可能ファイル（executable）である、無線装置。
【請求項１３】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することおよび前記整数ＣＦＯを推定することが同
時に行なわれる、
　請求項１２の無線装置。
【請求項１４】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することが、前記プリアンブルシーケンスと関連付
けられているプリアンブルインデックスを同定することを具備する、
　請求項１２の無線装置。
【請求項１５】
　前記命令が、また、前記プリアンブルシーケンスに対応するセグメントを同定するため
の実行可能ファイルである、
　請求項１２の無線装置。
【請求項１６】
　前記命令が、また、仮想セグメントを割り出すための実行可能ファイルであり、
　前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組が前記仮想セグメントに基づいて割り出される、
　請求項１２の無線装置。
【請求項１７】
　整数ＣＦＯ候補の完全な組が、前記可能なプリアンブルシーケンスの各々についての２
×Ｚｉ個の整数ＣＦＯ候補を具備し、
　Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯである、
　請求項１２の無線装置。
【請求項１８】
　所与のセグメントｓについて、前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組がｚ＝－Ｚｉ＋ｖｓ

－ｓ：３：Ｚｉであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、ｖｓが仮想セグメン
トである、
　請求項１２の無線装置。
【請求項１９】
　前記プリアンブルシーケンスを送信することが、前記プリアンブルシーケンスを複数の
直交の副搬送波上に変調することを具備し、
　前記命令が、また、
　前記副搬送波の電力を割り出し、
　前記副搬送波の電力に基づいて前記仮想セグメントを割り出す、
　ための実行可能ファイルである、
　請求項１２の無線装置。
【請求項２０】
　前記仮想セグメントが
【数３】

として割り出され、
　P(v) = sum(P(Kmin+v:3:Kmax))であり、Kmin = min(is,m=i)－Ziであり、Kmax = max(i

s,m=M)+Ziであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、Ｍがプリアンブルシーケ
ンスの長さであり、ｉｓ，ｍがセグメントｓに割り当てられている副搬送波インデックス
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の組である、
　請求項１９の無線装置。
【請求項２１】
【数４】

　請求項１２の無線装置。
【請求項２２】
　前記無線装置が、直交周波数分割多重化のために構成される無線通信システム中の遠隔
局である、
　請求項１２の無線装置。
【請求項２３】
　プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定するよ
うに構成された装置であって、
　可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つのプリアンブルシーケンスを具備する被
受信信号に対応する整数搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）候補の縮小された組を割り出
すための手段と、
　前記被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行するための手段で
あって、各候補被送信信号が前記可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを具備し
、各候補被送信信号が前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し、相関値が
相関演算の結果割り出される、相関演算を実行するための手段と、
　前記相関値を使用して前記プリアンブルシーケンスを同定するとともに前記整数ＣＦＯ
を推定するための手段と、
　を具備する装置。
【請求項２４】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することおよび前記整数ＣＦＯを推定することが同
時に行なわれる、
　請求項２３の装置。
【請求項２５】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することが、前記プリアンブルシーケンスと関連付
けられているプリアンブルインデックスを同定することを具備する、
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　請求項２３の装置。
【請求項２６】
　前記プリアンブルシーケンスに対応するセグメントを同定するための手段をさらに具備
する、
　請求項２３の装置。
【請求項２７】
　仮想セグメントを割り出すための手段をさらに具備し、
　前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組が前記仮想セグメントに基づいて割り出される、
　請求項２３の装置。
【請求項２８】
　整数ＣＦＯ候補の完全な組が、前記可能なプリアンブルシーケンスの各々についての２
×Ｚｉ個の整数ＣＦＯ候補を具備し、
　Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯである、
　請求項２３の装置。
【請求項２９】
　所与のセグメントｓについて、前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組がｚ＝－Ｚｉ＋ｖｓ

－ｓ：３：Ｚｉであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、ｖｓが仮想セグメン
トである、
　請求項２３の装置。
【請求項３０】
　前記プリアンブルシーケンスを送信することが、前記プリアンブルシーケンスを複数の
直交の副搬送波上に変調することを具備し、
　前記副搬送波の電力を割り出すための手段と、
　前記副搬送波の電力に基づいて前記仮想セグメントを割り出すための手段と、
　をさらに具備する、
　請求項２３の装置。
【請求項３１】
　前記仮想セグメントが

【数５】

として割り出され、
　P(v) = sum(P(Kmin+v:3:Kmax))であり、Kmin = min(is,m=i)－Ziであり、Kmax = max(i

s,m=M)+Ziであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、Ｍがプリアンブルシーケ
ンスの長さであり、ｉｓ，ｍがセグメントｓに割り当てられている副搬送波インデックス
の組である、
　請求項３０の装置。
【請求項３２】
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【数６】

　請求項２３の装置。
【請求項３３】
　前記装置が、直交周波数分割多重化のために構成される無線通信システム中の遠隔局で
ある、
　請求項２３の装置。
【請求項３４】
　プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定するた
めのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプログラム製品は命令を格
納するコンピュータ可読媒体を具備し、前記命令は、
　可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つのプリアンブルシーケンスを具備する被
受信信号に対応する整数搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）候補の縮小された組を割り出
すためのコードと、
　前記被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行するためのコード
であって、各候補被送信信号が前記可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを具備
し、各候補被送信信号が前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し、相関値
が相関演算の結果割り出される、相関演算を実行するためのコードと、
　前記相関値を使用して前記プリアンブルシーケンスを同定するとともに前記整数ＣＦＯ
を推定するためのコードと、
　を具備するコンピュータプログラム製品。
【請求項３５】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することおよび前記整数ＣＦＯを推定することが同
時に行なわれる、
　請求項３４のコンピュータプログラム製品。
【請求項３６】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することが、前記プリアンブルシーケンスと関連付
けられているプリアンブルインデックスを同定することを具備する、
　請求項３４のコンピュータプログラム製品。
【請求項３７】
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　前記プリアンブルシーケンスに対応するセグメントを同定するためのコードをさらに具
備する、
　請求項３４のコンピュータプログラム製品。
【請求項３８】
　仮想セグメントを割り出すためのコードをさらに具備し、
　前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組が前記仮想セグメントに基づいて割り出される、
　請求項３４のコンピュータプログラム製品。
【請求項３９】
　整数ＣＦＯ候補の完全な組が、前記可能なプリアンブルシーケンスの各々についての２
×Ｚｉ個の整数ＣＦＯ候補を具備し、
　Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯである、
　請求項３４のコンピュータプログラム製品。
【請求項４０】
　所与のセグメントｓについて、前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組がｚ＝－Ｚｉ＋ｖｓ

－ｓ：３：Ｚｉであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、ｖｓが仮想セグメン
トである、
　請求項３４のコンピュータプログラム製品。
【請求項４１】
　前記プリアンブルシーケンスを送信することが、前記プリアンブルシーケンスを複数の
直交の副搬送波上に変調することを具備し、
　前記副搬送波の電力を割り出すためのコードと、
　前記副搬送波の電力に基づいて前記仮想セグメントを割り出すためのコードと、
　をさらに具備する、
　請求項３４のコンピュータプログラム製品。
【請求項４２】
　前記仮想セグメントが
【数７】

として割り出され、
　P(v) = sum(P(Kmin+v:3:Kmax))であり、Kmin = min(is,m=i)－Ziであり、Kmax = max(i

s,m=M)+Ziであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、Ｍがプリアンブルシーケ
ンスの長さであり、ｉｓ，ｍがセグメントｓに割り当てられている副搬送波インデックス
の組である、
　請求項４１のコンピュータプログラム製品。
【請求項４３】
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【数８】

　請求項３４のコンピュータプログラム製品。
【請求項４４】
　前記コンピュータプログラム製品が、直交周波数分割多重化のために構成される無線通
信システム中の遠隔局に含まれている、
　請求項３４のコンピュータプログラム製品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、概して無線通信システムに関する。より具体的には、本開示は、無線通信シ
ステムにおいてプリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセット
を推定する方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信装置は、消費者ニーズを満たしかつポータビリティと利便性を改善するために
より小さく、より高性能になってきている。消費者は、無線通信装置、例として携帯電話
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラップトップコンピュータ等に依存するようになった。消費
者は、信頼できるサービス、より広い履域面積、より多い機能を期待するようになった。
無線通信装置は、移動局、局、アクセス端末、ユーザ端末、端末、加入者ユニット、ユー
ザ装置等とも称され得る。
【０００３】
　無線通信システムは、複数の無線通信装置のための通信を同時にサポートし得る。無線
通信装置は、上りリンクおよび下りリンク上の送信によって１つ以上の基地局（それらは
、あるいはアクセスポイント、ノードＢなどと称され得る）と通信し得る。上りリンク（
あるいは逆方向リンク）は無線通信装置から基地局への通信リンクを指し、下りリンク（
あるいは順方向リンク）は基地局から無線通信装置への通信リンクを指す。
【０００４】
　無線通信システムは、利用可能なシステム資源（例えば帯域幅と送信電力）を共有する
ことによって複数ユーザとの通信をサポートすることが可能な多重アクセスシステムであ
り得る。そのような多重アクセスシステムの例は、符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）システ
ム、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多重接続（ＦＤＭＡ）システム、
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および直交周波数分割多重接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００５】
　上記のように、本開示は概して無線通信システムに関する。より具体的には、本開示は
、無線通信システムにおいてプリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波
数オフセットを推定する方法および装置に関する。
【発明の概要】
【０００６】
　プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定する方
法が開示される。方法は、可能なプリアンブルシーケンスシーケンスの組の中の１つのプ
リアンブルシーケンスを含んだ被受信信号に対応する整数搬送波周波数オフセット（ＣＦ
Ｏ）候補の縮小された組を割り出すことを含み得る。方法は、また、被受信信号および複
数の候補被送信信号に関して相関演算を実行することを含み得る。各候補被送信信号は、
可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを含む。各候補被送信信号は、整数ＣＦＯ
候補の縮小された組の中の１つに対応し得る。相関値は、相関演算の結果割り出され得る
。方法は、また、相関値を使用してプリアンブルシーケンスを同定するとともに整数ＣＦ
Ｏを推定することを含む。
【０００７】
　また、プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定
するように構成された無線装置が開示される。本無線装置は、プロセッサと、プロセッサ
と電気的に通信するメモリと、を含み得る。命令は、メモリ内に格納され得る。命令は、
可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つのプリアンブルシーケンスを含んだ被受信
信号に対応する整数搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）候補の縮小された組を割り出すた
めの実行可能ファイル（executable）であり得る。命令は、また、被受信信号および複数
の候補被送信信号に関して相関演算を実行するための実行可能ファイルであり得る。各候
補被送信信号は、可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを含み得る。各候補被送
信信号は、整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し得る。相関値は、相関演算
の結果割り出され得る。命令は、また、相関値を使用してプリアンブルシーケンスを同定
するとともに整数ＣＦＯを推定するための実行可能ファイルであり得る。
【０００８】
　また、プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定
するように構成された装置が開示される。装置は、可能なプリアンブルシーケンスの組の
中の１つのプリアンブルシーケンスを含んだ被受信信号に対応する整数搬送波周波数オフ
セット（ＣＦＯ）候補の縮小された組を割り出すための手段を含み得る。装置は、また、
被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行するための手段を含み得
る。各候補被送信信号は、可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを含み得る。各
候補被送信信号は、整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し得る。相関値は、
相関演算の結果割り出され得る。装置は、また、相関値を使用してプリアンブルシーケン
スを同定するとともに整数ＣＦＯを推定するための手段を含み得る。
【０００９】
　また、プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定
するためのコンピュータプログラム製品が開示される。コンピュータプログラム製品は、
命令を格納するコンピュータ可読媒体を含む。命令は、可能なプリアンブルシーケンスの
組の中の１つのプリアンブルシーケンスを具備する被受信信号に対応する整数搬送波周波
数オフセット（ＣＦＯ）候補の縮小された組を割り出すためのコードを含み得る。命令は
、また、被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行するためのコー
ドを含み得る。各候補被送信信号は、可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを含
み得る。各候補被送信信号は、整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し得る。
相関値は、相関演算の結果割り出され得る。命令は、また、相関値を使用してプリアンブ
ルシーケンスを同定するとともに整数ＣＦＯを推定するためのコードを含み得る。
【図面の簡単な説明】



(11) JP 2014-78965 A 2014.5.1

10

20

30

40

50

【００１０】
【図１】無線通信システムの例を図示している。
【図２】ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム用の送信器の例および受信器の例を示している。
【図３Ａ】ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム用のフレーム構成の例を図示している。
【図３Ｂ】ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム用のフレーム構成の例を図示している。
【図３Ｃ】ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム用のフレーム構成の例を図示している。
【図３Ｄ】ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム用のフレーム構成の例を図示している。
【図４】プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセット（ＣＦ
Ｏ）を推定するように構成されているＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ受信器の例を示している。
【図５Ａ】ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム用に定義され得るプリアンブルシーケンスの例
を図示している。
【図５Ｂ】ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム用に定義され得るプリアンブルシーケンスの例
を図示している。
【図５Ｃ】ＩＥＥＥ８０２．１６ｅ　ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム用の下りリンクプリ
アンブルの周波数領域表現を示している。
【図６】プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセット（ＣＦ
Ｏ）を推定するように構成されているＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ受信器の別の例を示している
。
【図７】プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数ＣＦＯを推定するための方法を
図示している。
【図８】図７に示される方法に対応するミーンズプラスファンクションブロックを示して
いる。
【図９】仮想セグメントテーブルの例を示している。
【図１０】無線装置中で利用され得る様々な構成要素を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本開示の方法および装置は広帯域無線通信システムにおいて利用され得る。用語「広帯
域無線」は、広域にわたって高速無線、音声、インターネット、およびデータ網アクセス
を提供する技術を指す。
【００１２】
　ＷｉＭＡＸ（これは、Worldwide Interoperability for Microwave Accessを表わす）
は、長距離にわたって高スループットの広帯域接続を提供する、規格準拠の広帯域無線技
術である。今日、ＷｉＭＡＸの２つの主要な形態がある。固定型ＷｉＭＡＸおよびモバイ
ル型ＷｉＭＡＸである。固定型ＷｉＭＡＸ形態は家およびビジネスへの広帯域アクセスを
可能にする１対多である。モバイル型ＷｉＭＡＸは、広帯域の速度でセルラネットワーク
の十分なモビリティを提供する。
【００１３】
　モバイル型ＷｉＭＡＸは、ＯＦＤＭ（直交周波数分割多重化）およびＯＦＤＭＡ（直交
周波数分割多重接続）技術に基づいている。ＯＦＤＭは、様々な高データレート通信シス
テムにおいて広範囲にわたる導入を最近見出したディジタルマルチキャリア（複数搬送波
）変調方式である。ＯＦＤＭを用いて、送信ビットストリームは複数の低レートサブスト
リーム（副ストリーム）に分割される。各サブストリームは、複数の直交する副搬送波（
サブキャリア）のうちの１つで変調され、複数の並列なサブチャネル（副チャネル）のう
ちの１つによって送信される。ＯＦＤＭＡは、複数ユーザが、相違するタイムスロットに
おいて副搬送波を割り当てられる多重接続技術である。ＯＦＤＭＡは、非常に広範な適用
形態、データレート、およびサービス品質要件で多くのユーザを収容することが可能であ
る柔軟な多重アクセス技術である。
【００１４】
　ＩＥＥＥ　８０２．１６ｘは、固定型およびモバイル型広帯域無線アクセス（ＢＷＡ）
システム用の無線インターフェースを規定するための新興規格組織である。ＩＥＥＥ　８
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０２．１６ｘは固定型ＢＷＡシステムについては２００４年５月に「ＩＥＥＥ　Ｐ８０２
．１６－ＲＥＶｄ／Ｄ５－２００４」を承認し、モバイル型ＢＷＡシステムについては２
００５年１０月に「ＩＥＥＥ　Ｐ８０２．１６ｅ／Ｄ１２　２００５年１０月」を公表し
た。これらの２つの規格は４つの相違する物理層（ＰＨＹ）および１つのメディアアクセ
ス制御（ＭＡＣ）層を定義した。４つのＰＨＹのＯＦＤＭおよびＯＦＤＭＡ　ＰＨＹは、
それぞれ、固定型およびモバイル型ＢＷＡの領域で最も良く知られているものである。
【００１５】
　本開示のある側面は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ技術に基づいたＢＷＡシステムとの関連に
おいて記述されている。しかしながら、本開示の範囲はそのようなシステムに制限されな
い。本明細書において開示されている方法と装置は他の種類の無線通信システムで利用さ
れ得る。
【００１６】
　図１は、無線通信システム１００の例を図示する。無線通信システム１００は、広帯域
無線通信システム１００であり得る。無線通信システム１００は、多くのセル１０２に対
して通信を提供する。各セルは基地局１０４によってサービス提供される。基地局１０４
は、遠隔局１０６と通信する固定局であり得る。基地局１０４は、あるいは、アクセスポ
イント、ノードＢ、または他のある用語で称され得る。
【００１７】
　図１は、システム１００の全体にわたって分散している様々な遠隔局１０６を示す。遠
隔局１０６は固定型（すなわち、静止型）またはモバイル型であり得る。遠隔局１０６は
、あるいは、ユーザ端末、アクセス端末、端末、加入者ユニット、移動局、局などと称さ
れ得る。遠隔局１０６は、無線装置、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、携帯型装置、
無線モデム、ラップトップコンピュータ、パーソナルコンピュータなどであり得る。
【００１８】
　様々なアルゴリズムおよび方法が、基地局１０４と遠隔局１０６との間の無線通信シス
テム１００中での送信のために使用され得る。例えば、信号はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ技術
に従って基地局１０４と遠隔局１０６の間で送受信され得る。その場合、無線通信システ
ム１００は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００と称され得る。
【００１９】
　基地局１０４から遠隔局１０６への送信を円滑にする通信リンクは下りリンク１０８と
称され得、遠隔局１０６から基地局１０４への送信を円滑にする通信リンクは上りリンク
１１０と称され得る。あるいは、下りリンク１０８は順方向リンクまたは順方向チャネル
と称され得、上りリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チャネルと称され得る。
【００２０】
　セル１０２は複数のセクタ１１２に分割され得る。セクタ１１２はセル１０２中の物理
的な履域である。ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００中の基地局１０４は、セル１０２
の特定のセクタ１１２中の電力のフローを集中するアンテナを利用し得る。そのようなア
ンテナは指向性アンテナと称され得る。
【００２１】
　図２は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００用の送信器２０２の例を示している。送
信器２０２は、下りリンク１０８上で遠隔局１０６へデータを送信するために、基地局１
０４中で実現され得る。送信器２０２はまた、上りリンク１１０上で基地局１０４へデー
タを送信するために、遠隔局１０６中で実現され得る。
【００２２】
　送信されるデータ２０６は、シリアルパラレル（Ｓ／Ｐ）コンバータ２０８への入力と
して供給されることが示されている。Ｓ／Ｐコンバータ２０８は、送信データをＮ個の並
列のデータストリーム２１０へ分割する。
【００２３】
　次に、Ｎ個の並列のデータストリーム２１０は、マッパ（マップ器）２１２に入力とし
て提供され得る。マッパ２１２は、Ｎ個の並列のデータストリーム２１０をＮ個のコンス
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タレーションポイント上にマッピングする。マッピングは、２位相偏移変調（ＢＰＳＫ）
、４位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、８位相偏移変調（８ＰＳＫ）、直交振幅変調など（ＱＡ
Ｍ）のような何らかの変調コンスタレーションを使用して行われ得る。したがって、マッ
パ２１２はＮ個の並列シンボルストリーム２１６（各シンボルストリーム２１６は副搬送
波（サブキャリア）のうちの１つに対応する）を出力する。これらのＮ個の並列シンボル
ストリーム２１６は、周波数領域で表わされており、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）要
素２２０によってＮ個の並列の時間領域サンプルストリーム２１８に変換され得る。
【００２４】
　Ｎ個の並列の時間領域サンプルストリーム２１８は、パラレルシリアル（Ｐ／Ｓ）コン
バータ２２４によってＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボル２２２の直列ストリームに変換され
得る。ガード挿入要素２２６は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボルストリーム２２２内の連
続するＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボル相互間にガードインターバルを挿入し得る。次に、
ガード挿入要素２２６の出力は、無線周波数（ＲＦ）フロントエンド２２８によって所望
の送信周波数帯域にアップコンバートされ得る。次に、アンテナ２３０は、結果得られる
信号２３２を送り得る。
【００２５】
　図２はまた、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００用の受信器２０４の例を示している
。受信器２０４は、下りリンク１０８上で基地局１０４からデータを受信するために、遠
隔局１０６中で実現され得る。受信器２０４はまた、上りリンク１１０上で遠隔局１０６
からデータを受信するために、基地局１０４中で実現され得る。
【００２６】
　送信された信号（被送信信号）２３２が無線チャネル２３４上で進行することが示され
ている。信号２３２´がアンテナ２３０´によって受信された場合、受信された信号（被
受信信号）２３２´はＲＦフロントエンド２２８´によってベースバンド信号にダウンコ
ンバートされ得る。次に、ガード除去要素２２６´は、送信器２０２によってＯＦＤＭ／
ＯＦＤＭＡシンボル相互間に挿入されたガードインターバルを除去し得る。
【００２７】
　ガード除去要素２２６´の出力はＳ／Ｐコンバータ２２４´に提供され得る。Ｓ／Ｐコ
ンバータ２２４´は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボルストリーム２２２´をＮ個の並列の
時間領域サンプルストリーム２１８´に分割し得る。高速フーリエ変換（ＦＦＴ）要素２
２０´は、並列の時間領域サンプルストリーム２１８´を周波数領域に変換し、Ｎ個の並
列の周波数領域（変調）シンボルストリーム２１６´を出力する。
【００２８】
　デマッパ（逆マップ器）２１２´は、マッパ２１２によって行なわれたシンボルマッピ
ング動作の逆を行なうことによってＮ個の並列のデータストリーム２１０´を出力する。
Ｐ／Ｓコンバータ２０８´は、Ｎ個の並列のデータストリーム２１０´を１つのデータス
トリーム２０６´へと結合する。理想的には、このデータストリーム２０６´は、送信器
２０２に入力として提供されたデータ２０６に相当する。
【００２９】
　図３Ａ～図３Ｄは、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００用のフレーム構成の例を図示
する。まず、図３Ａを参照すると、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡフレーム３０６は、時間軸３０
８に関して示されている。ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡフレーム３０６は、下りリンク１０８上
で基地局１０４から遠隔局１０６に送信され得る。
【００３０】
　ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡフレーム３０６は、１つのプリアンブルシンボル３１０および複
数のデータシンボル３１２を伴うことが示されている。１つのプリアンブルシンボル３１
０のみが図３Ａにおいて示されているが、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡフレーム３０６は複数の
プリアンブルシンボル３１０を含み得る。
【００３１】
　図３Ｂおよび図３Ｃは、プリアンブルシンボル３１０の周波数領域表現の例を図示して
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いる。これらの周波数領域表現は副搬送波軸３１６に関して示されている。使用されてい
る副搬送波領域３１８が示されている。２つのガード領域３２０も示されている。
【００３２】
　図３Ｂでは、使用されている副搬送波領域３１８は、変調されていない副搬送波３１４
ｂと交互にされたパイロット副搬送波３１４ａを含んでいる。図３Ｃでは、使用されてい
る副搬送波領域３１８中の各副搬送波は、パイロット副搬送波３１４ａである。
【００３３】
　図３Ｄは、データシンボル３１２の周波数領域表現の例を図示している。データシンボ
ル３１２は、データ副搬送波３１４ｃおよびパイロット副搬送波３１４ａの両方を含んで
いる。受信器２０４は、プリアンブルシンボル３１０のパイロット副搬送波３１４ａおよ
び／またはデータシンボル３１２のパイロット副搬送波３１４ａを使用して、チャネル推
定を行ない得る。
【００３４】
　図４は、プリアンブルシーケンス４０６を同定するとともに整数搬送波周波数オフセッ
ト（ＣＦＯ）４０８を推定するように構成されているＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ受信器４０４
を示している。受信器４０４はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００中の遠隔局１０６中
で実現され得る。図４に示されている要素に加えて、受信器４０４は、図２のＯＦＤＭ／
ＯＦＤＭＡ受信器２０４に関して示されている構成要素も含み得る。
【００３５】
　受信器４０４は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ送信器２０２によって送られた信号４３２を受
信することが示されている。被受信信号４３２はプリアンブルシーケンス４０６を含んで
いる。被受信信号４３２が、プリアンブルシーケンス同定、整数搬送波周波数オフセット
（ＣＦＯ）推定、およびセグメント同定の目的のために、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ受信器４
０４によって処理されることが示されている。受信器４０４は、プリアンブルシーケンス
同定要素４１６、整数ＣＦＯ推定要素４１８、およびセグメント同定要素４２０を伴うこ
とが示されている。
【００３６】
　複数のプリアンブルシーケンス４０６が、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００用に定
義され得る。プリアンブルシーケンス認識は、全ての可能性なプリアンブルシーケンス（
可能プリアンブルシーケンス）４０６のうちのどのプリアンブルシーケンス４０６が被受
信信号４３２に含まれているかを割り出す工程である。
【００３７】
　搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）は、受信器４０４の副搬送波と送信器２０２の副搬
送波との間の周波数の差分を指す。整数ＣＦＯ推定は、整数ＣＦＯ４０８を推定する工程
である。整数ＣＦＯ推定は受信器２０４の性能を改善するために行なわれ得る。
【００３８】
　ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００について定義されている各プリアンブルシーケン
ス４０６は、セグメント４１０と関係し得る。セグメント同定は、プリアンブルシーケン
ス４０６がどのセグメント４１０と対応付けられているかを割り出す工程である。
【００３９】
　セグメント４１０はセクタ１１２に対応し得る。例えば、３つのセクタに基づいたネッ
トワーク構成の場合には、ＢＳ０（セクタ０）はセグメント０を使用し得、ＢＳ１（セク
タ１）はセグメント１を使用し得、ＢＳ２（セクタ２）はセグメント２を使用し得る。
【００４０】
　プリアンブルシーケンス認識、整数ＣＦＯ推定、およびセグメント同定は、「コールド
スタート」状況（すなわち遠隔局１０６の電源が入れられているが、遠隔局１０６がまだ
基地局１０４のセグメント４１０と関連付けられていない状況）で行なわれ得る。基地局
１０４のセグメント４１０と関連付けるために、遠隔局１０６は、基地局１０４によって
送信されるとともに遠隔局１０６によって受信された信号４３２中で特定のプリアンブル
シーケンス４０６を発見することを試み得る。プリアンブルシーケンス同定、整数ＣＦＯ
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推定、およびセグメント同定は同時に行なわれ得る。
【００４１】
　図５Ａおよび図５Ｂは、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００用に定義され得るプリア
ンブルシーケンス５０６ａ、５０６ｂの例を図示している。これらのプリアンブルシーケ
ンス５０６ａ、５０６ｂは、ＩＥＥＥ．１６ｅ　ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００用
の規格において定義されている。図５Ａにおいて示されるプリアンブルシーケンス５０６
ａは、１０２４個の副搬送波を使用するＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムに対応する。図５
Ｂにおいて示されるプリアンブルシーケンス５０６ｂは、５１２個の副搬送波を使用する
ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムに対応する。
【００４２】
　各プリアンブルシーケンス５０６ａ、５０６ｂは、セグメント５１０ａ、５１０ｂに関
連付けられている。各プリアンブルシーケンス５０６ａ、５０６ｂは、セル１０２にも関
連付けられている。セル１０２は、セル識別子（ＩＤｃｅｌｌ）５１２ａ、５１２ｂによ
って同定される。各プリアンブルシーケンス５０６ａ、５０６ｂは、インデックス５１６
ａ、５１６ｂにも関連付けられている。インデックス５１６ａ、５１６ｂは、プリアンブ
ルインデックス５１６ａ、５１６ｂと称され得る。
【００４３】
　副搬送波２２０の相違する組が、相違するセグメント４１０に割り当てられ得る。本明
細書で使用されているように、用語ＰＡｃｓｅｔは、プリアンブルシーケンス４０６を含
んだ信号４３２の送信のためにセグメントｓ（ｓ＝０、１、あるいは２）に割り当てられ
ている副搬送波２２０の組を指し得る。ＰＡｃｓｅｔは次のように与えられ得る。
【００４４】
ＰＡｃｓｅｔ＝ｓ＋３ｚ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
　用語ｚは、０からＭ－１までの連続インデックスを表わしている。ここで、Ｍはプリア
ンブルシーケンス４０６の長さである。したがって、副搬送波２２０の数が１０２４（Ｍ
＝２８４）である場合、０、３、６、９、…、８４９の副搬送波２２０が、セグメント０
に割り当てられ得る。１、４、７、１０、…、８５０の副搬送波２２０がセグメント１に
割り当てられ得る。２、５、８、１１、…、８５１の副搬送波２２０がセグメント２に割
り当てられ得る。（これらの数字の例において、使用されている副搬送波領域３１８中の
第１副搬送波は、副搬送波０とされている。）
　ＰＡｃｓｅｔの周波数オフセットインデックス（ＦＯＩ）に基づいたフォーマットは以
下のように定義され得る。
【００４５】
is,m = convert_to_FOI_index_format(PAcset), m = 1, 2, …, M　　　　　　　（２）
　用語ｉｓ，ｍは、セグメントｓと関連付けられているプリアンブルの（ＦＯＩに基づい
た）ｍ番目の副搬送波インデックスである。上記のように副搬送波を割り当てた後の、結
果得られるプリアンブルは、図５Ｃに示されている。Ｎ点ＦＦＴ（またはＩＦＦＴ）を仮
定すると、第１副搬送波から第ｎ副搬送波までＮ個の副搬送波がある。ＦＯＩに基づいた
番号付けでは、第１副搬送波は最低の周波数と関連付けられ、第ｎ副搬送波は最高の周波
数と関連付けられ、ＤＣ副搬送波は中心に位置する。
【００４６】
　図５Ｃの例では、副搬送波はＳＣ（１）～ＳＣ（Ｎ）と番号付けられる。あるいは、こ
れらの副搬送波は、ＳＣ（０）～ＳＣ（Ｎ－１）と番号付けられ得る。
【００４７】
　本明細書で使用されているように、用語Ｎｐｎは、ある具体的なＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ
システム１００について定義されるプリアンブルシーケンス４０６の総数を指す。用語Ｎ

ｐｎｓｅｇは、ある具体的なセグメント４１０に対応するプリアンブルシーケンス４０６
の総数を指す。用語Ｎｓｅｇは、セグメント４１０の数を指す。ＩＥＥＥ８０２．１６ｅ
　ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００についての規格は、１０２４個の副搬送波を使用
するＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００に対して次の値を定義している。Ｎｐｎ＝１１
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【００４８】
　ある具体的なＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００について定義されるプリアンブルシ
ーケンス４０６の組は、次のように表現され得る。
【００４９】
プリアンブルシーケンスの組＝[PA１, PA2, …, PAj, …, PANpn]
PAj ; ｊ番目のプリアンブルシーケンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）
j = 1, 2, …, Npn; プリアンブルシーケンスのインデックス
　各プリアンブルシーケンスＰＡｊは、長さＭの疑似雑音（ＰＮ）符号を含んでいる。こ
れは、以下の式（４）において表現される。式（５）において表現されているように、各
プリアンブルシーケンス４０６は、セグメント番号に依存して、自身のセグメント番号「
ｓ」および副搬送波の組「ｉｓ，ｍ」を有する。
【００５０】
PAj = [c1, c2, …, cm, …cM]
cm ;プリアンブルシーケンスのｍ番目の符号　　　　　　　　　　　　　　　　（４）
is,m ; セグメント（ＰＡ副搬送波の組）ｓのＦＯＩに基づいたインデックス
m = l, 2, …, M　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５）
s = 0, 1, 2 ; セグメント（ＰＡ副搬送波の組）
　本説明の目的のために、Ｘ（ｋ；ｊ）を全ての可能なプリアンブルシーケンス４０６の
組のうちのｊ番目のプリアンブルシーケンス４０６を含んでいる被送信信号２３２の周波
数領域表現とする。
【００５１】
ｘ（ｎ；ｊ）を、Ｘ（ｋ；ｊ）の対応する時間領域信号とする。
【００５２】
ｙ（ｎ；ｊ）を、時間領域における、ｘ（ｎ；ｊ）に対応する被受信信号４３２とする。
【００５３】
Ｙ（ｋ；ｊ）を、ｙ（ｎ；ｊ）の対応する周波数領域信号とする。本説明の目的のために
、Ｘ（ｋ；ｊ）およびＹ（ｋ；ｊ）がＦＯＩ（周波数オフセットインデックス）において
並べられている（order）と仮定される。
【００５４】
X(k;j) = 周波数領域でのプリアンブル信号、 k = 1, 2, …, N　　　　　　　　（６）
x(n;j) = ifft{fftshif(X(k;j))}、 n = 1, 2, …,N、 k = 1, 2, …, N　　　　（７）
y(n;j) =時間領域での被受信信号、 n = 1, 2, …, N
　　　= x(n;j)*h(n)+η(n)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８）
Y(k;j) = fftshift(fft(y(n;j)))、 n = 1, 2, …, N、k = 1, 2, …, N　　　　（９）
　上記の「コールドスタート」状況の場合、プリアンブルシーケンス同定のためのアプロ
ーチが、プリアンブルシーケンス４０６を対象にして全ての可能な整数ＣＦＯ候補を検索
することであり得る。上記のように、比較的多くの可能なプリアンブルシーケンス４０６
があり得る（例えば１０２４個または５１２個の副搬送波を利用するＯＦＤＭ／ＯＦＤＭ
Ａシステム中では１１４個の可能なプリアンブルシーケンス）。各プリアンブルシーケン
ス４０６について、２×ｚｉ個の整数ＣＦＯ候補が可能である（Ｚｉは最大の許容される
整数ＣＦＯの値）。したがって、プリアンブルシーケンス４０６を対象にして全ての整数
ＣＦＯ候補を検索することは、かなりの数の計算を含み得る。
【００５５】
　プリアンブルシーケンスの同定および整数ＣＦＯの推定は、両方とも、次の相互相関工
程として同時に行われ得る。
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【数１】

【００５６】
　式（１０）において、用語Ｚｉは最大の許容される整数ＣＦＯ値であり、用語Ｍはプリ
アンブルシーケンス４０６の長さであり、用語ｉｓ，ｍは周波数オフセットインデックス
（ＦＯＩ）フォーマットでのセグメントｓと関連付けられているｍ番目の副搬送波インデ
ックスである。
【００５７】
　上記の結果を使用して、副搬送波周波数間隔によって標準化された整数ＣＦＯ４０８を
推定することが可能であり得る。プリアンブルシーケンス４０６（または、より具体的に
は、プリアンブルシーケンス４０６に対応するプリアンブルインデックス５１６ａ、５１
６ｂ）を同定することも可能であり得る。このことは、以下の式（１１）～（１４）にお
いて示されている。プリアンブルシーケンス４０６が判明すれば、セグメント４１０も、
プリアンブルシーケンス４０６の適切な表（例えば図５Ａおよび図５Ｂにおいて示される
表）から抽出され得る。

【数２】

【００５８】
　相互相関を割り出すための式（１０）は、シンボルタイミングが不完全またはチャネル
効果が存在するいくつかの環境中で適切に働かない場合がある。チャネルまたはシンボル
タイミングオフセットによって引き起こされた位相回転の影響を緩和するために、編相関
方式が、以下のように使用され得る。
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【数３】

【００５９】
　式（１５）において、用語Ｎｂは偏相関のサンプル数である。用語Ｍはプリアンブルシ
ーケンス４０６の長さである。用語Ｂは偏相関の数である。Ｎｂの値は偏相関についての
４～１６の範囲内にあり得る。
【００６０】
　図６は、プリアンブルシーケンス６０６を同定するとともに整数搬送波周波数オフセッ
ト（ＣＦＯ）６０８を推定するように構成されている別のＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ受信器６
０４を示している。受信器６０４は、図４に示されている受信器４０４の実現形態の例で
ある。受信器６０４はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム１００中の遠隔局１０６中で実現さ
れ得る。
【００６１】
　受信器６０４は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ送信器２０２によって送られた信号６３２を受
信することが示されている。コールドスタート状況において、受信器６０４は、最初に受
信された信号６３２に関して信号検出とプリアンブル検出を行ない得る。信号検出は入力
信号６３２が有るか無いかを判断することを含んでおり、プリアンブル検出は入力信号６
３２がプリアンブルシーケンス６０６を含んでいるかいないかを判断することを含んでい
る。受信器６０４は、信号検出要素６１８およびプリアンブル検出要素６２０を伴うこと
が示されている。
【００６２】
　信号検出およびプリアンブル検出が行なわれた後、シンボル境界検出が行なわれ得る。
シンボル境界検出はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボル境界を検出することを含んでいる。受
信器６０４は、シンボル境界検出要素６２２を伴うことが示されている。
【００６３】
　信号検出、プリアンブル検出、およびシンボル境界検出が行なわれると、次に、分数搬
送波周波数オフセット（ＣＦＯ）補償が時間領域において行なわれ得る。受信器６０４は
、分数ＣＦＯ補償要素６２４を伴うことが示されている。
【００６４】
　分数ＣＦＯ補償要素６２４の出力は、時間領域から周波数領域に変換され得る。これは
、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）要素６２６によって行なわれ得る。ＦＦＴ要素６２６の出
力は処理された被受信信号（被処理被受信信号）６２８と称され得る。
【００６５】
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　上記のように、被受信信号６３２はプリアンブルシーケンス６０６を含んでいるかもし
れない。プリアンブルシーケンス６０６の送信は、プリアンブルシーケンス６０６を複数
の直交副搬送波上に変調することによって達成され得る。副搬送波の電力は式（１６）に
従って下に割り出され得る。
【００６６】
P(k) = |Y(k)|2 、 k = Kmin : 1 : Kmax
Kmin = min(is,m=i)－Zi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１６）
Kmax = max(is,m=M)+Zi
z = －Zi : 1 : Zi ; 可能な整数ＣＦＯ範囲
　受信器６０４は、被処理被受信信号６２８を入力として受信するとともに副搬送波に対
応する電力値６３４を出力する電力測定値要素６３０を伴うことが示されている。被処理
被受信信号６２８は、等式（１６）においてＹ（ｋ）に対応し得る。電力値６３４は式（
１６）においてＰ（ｋ）に対応し得る。
【００６７】
　式（１６）に変わる様々な式が可能である。例えば、複雑性を減じるために、全サンプ
ルの代わりにサンプルのうちのいくつかのみが使用されてもよい。別の例として、副搬送
波の電力を割り出すことに代えて、被処理被受信信号６２８の絶対値が割り出され得る。
【００６８】
　仮想セグメント６３６は、副搬送波の電力値６３４に基づいて割り出され得る。仮想セ
グメント６３６は、最もアクティブな（active）副搬送波のＫｍｉｎから始まるオフセッ
ト位置を示している（Ｋｍｉｎは式（１６）において上に定義されている）。仮想セグメ
ント６３６は式（１７）および（１８）に従って割り出され得る。
【数４】

【００６９】
　受信器６０４は、電力値６３４を入力として受信するとともに仮想セグメント６３６を
出力する仮想セグメント検出要素６３８を伴うことが示されている。仮想セグメント６３
６は、式（１８）中のｖｓに対応し得る。
【００７０】
　整数ＣＦＯ候補の縮小された組６４０（すなわち整数ＣＦＯ候補６４２の完全な組（fu
ll set）より小さい、整数ＣＦＯ候補の組）が割り出され得る。整数ＣＦＯ候補の縮小さ
れた組６４０は、割り出された仮想セグメント６３６に基づいて割り出され得る。仮想セ
グメント表６４４も、整数ＣＦＯ候補の縮小された組６４０を割り出すために用いられ得
る。仮想セグメント表６４４の一例は図９に示され、後に詳述される。
【００７１】
　受信器６０４は、可能整数ＣＦＯ抽出要素６４６を伴うことが示されている。可能整数
ＣＦＯ抽出要素６４６は、割り出された仮想セグメント６３６に基づいて、また仮想セグ
メント表６４４に基づいて、整数ＣＦＯ候補の縮小された組６４０を割り出すように構成
され得る。



(20) JP 2014-78965 A 2014.5.1

10

20

30

40

50

【００７２】
　相互相関演算が、被受信信号６３２および複数の候補被送信信号（candidate transmit
ted signal）６４８に関して行なわれ得る。各候補被送信信号６４８は全ての可能なプリ
アンブルシーケンスの組６５０から選択された特定のプリアンブルシーケンス６０６を含
み得る。さらに、各候補被送信信号６４８は、整数ＣＦＯ候補の縮小された組６４０から
選択された可能な整数ＣＦＯ候補に対応し得る。
【００７３】
　相互相関演算は式（１９）に従って行なわれ得る。
【数５】

【００７４】
　式（１９）において、用語ｖｓは仮想セグメント６３６を指す。可能な整数ＣＦＯ範囲
（すなわち－Ｚｉ＋ｖｓ－ｓ：３：Ｚｉ）は、整数ＣＦＯ候補の縮小された組６４０に対
応する。用語Ｘ（）は候補被送信信号６４８に対応する。用語Ｙ（）は被処理被受信信号
６２８に対応する。
【００７５】
　受信器６０４は、被処理被受信信号６２８および候補被送信信号６４８を入力として受
信し、相関値６５４を出力する相互相関要素６５２を伴うことが示されている。相関値６
５４は等式（１９）中のＣ（ｚ；ｊ）に対応し得る。
【００７６】
　相関値６５４が使用されて被受信信号６３２中のプリアンブルシーケンス６０６を同定
するとともに被受信信号６３２の整数ＣＦＯ　６０８を推定し得る。プリアンブルシーケ
ンス６０６が同定されれば、プリアンブルシーケンス６０６に対応するセグメント６１０
も同定され得る。プリアンブルシーケンスの同定、整数ＣＦＯの推定、およびセグメント
の同定は上記の式（１１）～（１４）に従って行われ得る。
【００７７】
　受信器６０４はピーク検出要素６５６を伴うことが示されている。ピーク検出要素６５
６は、相関値６５４を入力として受信し、プリアンブルシーケンス６０６、推定整数ＣＦ
Ｏ　６０８、および同定されたプリアンブルシーケンス６０６に対応するセグメント６１
０を出力することが示されている。プリアンブルシーケンス６０６は適切なプリアンブル
インデックス５１６ａ、５１６ｂによって同定され得る。
【００７８】
　上記の式（１９）において、相関は周波数領域で行なわれる。しかしながら、別の相関
方式が縮小された候補のために使用され得る。例えば、時間領域ピーク検出方式が使用さ
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れ得る。
【００７９】
　図７は、プリアンブルシーケンス６０６を同定するとともに整数搬送波周波数オフセッ
ト（ＣＦＯ）６０８を推定する方法７００を示している。方法７００は、ＯＦＤＭ／ＯＦ
ＤＭＡシステム１００中の遠隔局１０６中で実現され得る受信器６０４によって行なわれ
得る。
【００８０】
　受信されている信号６３２に応答して、信号検出が被受信信号６３２に対して行なわれ
得る（７０２）。また、プリアンブル検出が被受信信号６３２に対して行なわれ得る（７
０４）。また、シンボル境界検出が被受信信号６３２に対して行なわれ得る（７０６）。
また、分数ＣＦＯ補償が被受信信号６３２に対して行なわれ得る（７０８）。また、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）演算が被受信信号６３２に対して行なわれ得る（７１０）。この
段階で、被受信信号６３２は被処理被受信信号６２８と称され得る。
【００８１】
　上記のように、被受信信号６３２はプリアンブルシーケンス６０６を含んでいるかもし
れない。プリアンブルシーケンス６０６の送信は、プリアンブルシーケンス６０６を複数
の直交副搬送波上に変調することによって達成され得る。方法７００は、副搬送波の電力
を割り出すこと（７１２）を含み得る。これは上記の式（１６）に従って達成され得る。
【００８２】
　次に、仮想セグメント６３６が、副搬送波の電力に基づいて割り出され得る（７１４）
。これは上記の式（１７）および（１８）に従って行われ得る。次に、整数ＣＦＯ候補の
縮小された組６４０が、仮想セグメント６３６に基づいて割り出され得る（７１６）。
【００８３】
　相互相関演算が、被受信信号６３２および複数の候補被送信信号６４８に関して行なわ
れ得る（７１８）。各候補被送信信号６４８は全ての可能なプリアンブルシーケンスの組
６５０から選択された特定のプリアンブルシーケンス６０６を含み得る。さらに、各候補
被送信信号６４８は、整数ＣＦＯ候補の縮小された組６４０から選択された可能な整数Ｃ
ＦＯ候補に対応し得る。相互相関演算は上記の式（１９）に従って行なわれ得る。
【００８４】
　相互相関演算を行なうことの結果として得られる相関値６５４が使用されて、プリアン
ブルシーケンス６０６を（例えばプリアンブルシーケンス６０６に対応するプリアンブル
インデックス５１６ａ、５１６ｂを同定することによって）同定するとともに被受信信号
６３２の整数ＣＦＯ　６０８を推定し得る。プリアンブルシーケンス６０６が同定されれ
ば、プリアンブルシーケンス６０６に対応するセグメント６１０も同定され得る。プリア
ンブルシーケンス６０６の同定、整数ＣＦＯ　６０８の推定、およびプリアンブルシーケ
ンス６０６に対応するセグメント６１０の同定は、同時に行なわれ得る。
【００８５】
　上記の図７の方法７００は、様々なハードウェア要素および／またはソフトウェア要素
、ならびに／あるいは図８に示されているミーンズプラスファンクションブロック８００
に対応するモジュールによって行なわれ得る。換言すると、図７に示されているブロック
７０２～７２０、図８に示されているミーンズプラスファンクションブロック８０２～８
２０に対応する。
【００８６】
　図９は、仮想セグメント表９４４の例を示している。上に示されているように、仮想セ
グメント表９４４が使用されて整数ＣＦＯ候補の縮小された組６４０を割り出し得る。仮
想セグメント表９４４は、仮想セグメント６３６と整数ＣＦＯ候補の縮小された組６４０
との関係を示す。例えば、仮想セグメント０に対応する整数ＣＦＯ候補の縮小された組６
４０は、表の強調された部分９１２中の「Ｏ」によって印されている。仮想セグメント表
９４４は表の形で示されているが、そこに含まれている情報を表わすために使用され得る
他の多くの種類のデータ構造が存在する。
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【００８７】
　式（１９）において上に示されているように、所与のセグメントについての整数ＣＦＯ
候補の縮小された組は、ｚ＝－Ｚｉ＋ｖｓ－ｓ：３：Ｚｉによって与えられる。図９に示
されているように、相違するセグメントについての整数ＣＦＯ候補の縮小された組は以下
の通りであり得る。
【００８８】
　ｖｓ＝０およびｓ＝０；ｚ＝－３　０　３　６…
　ｖｓ＝０およびｓ＝１；ｚ＝－４　－１　２　５…
　ｖｓ＝０およびｓ＝２；ｚ＝－５　－２　１　４…
　仮想セグメントが選択されれば、可能な整数ＣＦＯは、図９の表において示されている
ように各セグメントについて制限されている（「Ｏ」は可能な候補を示し、他方「ｘ」が
不可能な候補を示している）。実際のセグメントはこの時期に知られていないが、定義さ
れている全てのプリアンブルシーケンス（例えば、必要に応じて図５Ａまたは図５Ｂを参
照されたい）が、対応するセグメント番号を用いて検索対象とされる。例えば、仮想セグ
メント＝０を仮定すると、検索は、図９中の表から、セグメント０に相当するプリアンブ
ルインデックス０について、以下のように進み得る。
【００８９】
　インデックス０の参照プリアンブルシーケンス：Ｘ（iｓ，ｍ；ｊ）、iｓ，ｍ＝８７、
９０…（図５Ｃを参照されたい）、ｊ＝０（インデックス０）
　受信されたプリアンブル：Ｙ（iｓ，ｍ＋ｚ；ｊ）、ｚ＝…－３、０、３、…
　ｚ＝－３についての相関；Ｘ＊（８７）×Ｙ（８４）＋Ｘ＊（９０）×Ｙ（８７）＋…
　ｚ＝０についての相関；Ｘ＊（８７）×Ｙ（８７）＋Ｘ＊（９０）×Ｙ（９０）＋…
　ｚ＝３についての相関；Ｘ＊（８７）×Ｙ（９０）＋Ｘ＊（９０）×Ｙ（９３）＋…
　この例において、ｚ＝…－２、－１、１および２…は検討されなかった。なぜなら、こ
の例において、それらの位置は、仮想セグメントが「０」でかつ図９中の表および図５Ａ
および図５Ｂ中のプリアンブルシーケンス定義に基づいて実際のセグメントが「０」であ
る場合、可能整数ＣＦＯとして許されないからである。
【００９０】
　式（１９）によって表わされている偏相互相関（partial cross-correlation）方式が
、この例において使用されている。しかしながら、上記のように、他の相関方式が使用さ
れ得る。
【００９１】
　図１０は、無線装置１００２において利用され得る様々な構成要素を示している。無線
装置１００２は、本明細書において記述されている様々な方法を実現するように構成され
得る装置の例である。無線装置１００２は、基地局１０４または遠隔局１０６であり得る
。
【００９２】
　無線装置１００２は、無線装置１００２の演算を制御するプロセッサ１００４を含み得
る。プロセッサ１００４は、中央処理装置（ＣＰＵ）とも称され得る。メモリ１００６は
、プロセッサ１００４に命令とデータを提供する。メモリ１００６は、読み取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）およびランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含み得る。メモリ１００
６の一部は不揮発性ＲＡＭ（ＮＶＲＡＭ）も含み得る。プロセッサ１００４は、典型的に
は、メモリ１００６内に格納されているプログラム命令に基づいて論理演算と数値演算を
行なう。メモリ１００６中の命令は、本明細書において記述されている方法を実現するた
めの実行可能ファイル（executable）であり得る。
【００９３】
　無線装置１００２は、無線装置１００２と遠隔位置との間のデータの送受信を可能にす
るために送信器１０１０および受信器１０１２を含み得るハウジング１００８も含み得る
。送信器１０１０および受信器１０１２はトランシーバ１０１４へと組み合わせられ得る
。アンテナ１０１６は、ハウジング１００８に付され得、またトランシーバ１０１４に電
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気的に接続され得る。また、無線装置１００２は、複数の送信器、複数の受信器、複数の
トランシーバおよび／または複数のアンテナを含み得る（図示せず）。
【００９４】
　また、無線装置１００２は、トランシーバ１０１４によって受信された信号のレベルを
検出するとともに量子化するために使用され得る信号検出器１０１８を含み得る。信号検
出器１０１８は、総エネルギー、擬似雑音（ＰＮ）チップごとのパイロットエネルギー、
スペクトル密度、および他の信号のような信号を検出し得る。また、無線装置１００２は
、信号処理で使用されるディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）１０２０を含み得る。
【００９５】
　無線装置１００２の様々な構成要素同士は、データバスに加えて、電力バス、制御信号
バス、および表示信号バスを含み得るバスシステム１０２２によって相互に接続され得る
。しかしながら、明確化のために、様々なバスはバスシステム１０２２として図１０に図
示されている。
【００９６】
　本明細書で使用されているように、用語「割り出すこと（determining）」（またその
文法的な変形体）は非常に広い意味で使用される。用語「割り出すこと」は多様な動作を
包含し、したがって、「割り出すこと」は計算すること（calculating）、算定すること
（computing）、処理すること、導出すること、調べること、参照すること（例えば、表
、データベース、または別のデータ構造における参照）、突き止めること等を含み得る。
また、「割り出すこと」は、受信すること（例えば情報を受信すること）、アクセスする
こと（例えばメモリ中のデータにアクセスすること）を含み得る。また、「割り出すこと
」は、解決すること（resolving）、選択すること（selecting）、選ぶこと（choosing）
、確立すること、およびその他同様のものを含み得る。
【００９７】
　情報と信号は様々な相違する技術および手法の任意のものを使用して表わされ得る。例
えば、上記の記述の全体にわたって参照され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号な
どは、電圧、電流、電磁波、磁場または磁性粒子、光電場または光粒子、またはそれらの
あらゆる組合せによって表わされ得る。
【００９８】
　本開示との関連で記述されている様々な説明用の論理ブロック、モジュール、回路は、
汎用プロセッサ、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）、または本明細書において記
述されている機能を行なうように設計されている他のプログラム可能論理回路、ディスク
リート型ゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリート型ハードウェア構成機器ま
たはそのあらゆる組合せによって実現または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプ
ロセッサであり得、または、汎用プロセッサはあらゆる市販のプロセッサ、コントローラ
、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサは、コンピュー
タ装置、例えばＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳ
Ｐコアと協働する１つ以上のマイクロプロセッサ、またはあらゆる他のそのような構成、
の組合せとして実現され得る。
【００９９】
　本開示との関連で記述されている方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウェア
で直接、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで、またはこれら２つの
組合せで具現され得る。ソフトウェアモジュールは当技術中で知られている任意の形態の
記憶媒体に存在し得る。使用され得る記憶媒体のいくつかの例は、ＲＡＭメモリ、フラッ
シュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハード
ディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭなどを含んでいる。ソフトウェアモジュ
ールは単一命令、または多くの命令を具備し得、いくつかの相違するコードセグメント上
に、様々なプログラム中に、および複数の記憶媒体にわたって分散され得る。記憶媒体は
、プロセッサがこの記録媒体から情報を読み出し、この記録媒体に情報を書き込めるよう
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に、該プロセッサに接続されている。または、記憶媒体はプロセッサと一体化されていて
もよい。
【０１００】
　本明細書において開示されている方法は、記述されている方法を達成するための１また
は複数のステップまたは動作を具備する。方法ステップおよび／または動作は、請求項の
範囲から外れることなく交換され得る。換言すると、ステップまたは動作の具体的な順序
が指定されない限り、順序および／または具体的なステップおよび／または動作の使用は
、請求項の範囲から外れることなく修正され得る。
【０１０１】
　１つ以上の典型的な実施形態において、記述されている機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはそのあらゆる組合せにおいて実現され得る。ソフトウェ
アにおいて実現される場合、機能は１または複数の指示またはコードとして、コンピュー
タ可読媒体上で格納または送信され得る。コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶装
置媒体、およびコンピュータプログラムのある位置から別の位置への移動を容易にするあ
らゆる媒体を含む通信媒体、の両方を含んでいる。記憶媒体は、コンピュータによってア
クセスされることが可能なあらゆる利用可能な物理的媒体であり得る。限定ではなく例と
して、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯ
Ｍまたは他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶装置、ま
たは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを運ぶか格納するために使用
されることが可能で且つコンピュータによってアクセスされることが可能な他のあらゆる
媒体を具備し得る。また、あらゆる接続も当然、コンピュータ可読媒体と称される。例え
ば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、撚線対、ディジタル加入者
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線およびマイクロ波のような無線技術を使用して、ウェ
ブサイト、サーバまたは他の遠隔ソースから送信される場合、この同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、撚線対、ＤＳＬ、または赤外線、無線およびマイクロ波のような無線技
術は、媒体の定義に含まれている。本明細書において使用されているディスク（ｄｉｓｋ
）とディスク（ｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商
標）、光ディスク、ディジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディ
スクおよびブルーレイディスクを含んでいる。ここで、ディスク（ｄｉｓｋ）は通常磁気
的にデータを再生し、他方、ディスク（ｄｉｓｃ）はレーザーでデータを光学的に再生す
る。また、上記のものの組合せは、コンピュータ可読媒体の範囲で含まれるべきである。
【０１０２】
　請求項が、まさに上に図示されている機器構成および構成要素に制限されないことが理
解されるべきである。様々な修正、変更、および変形が、請求項の範囲から外れることな
く上記の方法および装置の配置、動作、および詳細においてなされ得る。



(25) JP 2014-78965 A 2014.5.1

【図１】 【図２】

【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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【図３Ｃ】 【図３Ｄ】

【図４】 【図５Ａ】

【図５Ｂ】
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【図５Ｃ】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月25日(2013.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　請求項が、まさに上に図示されている機器構成および構成要素に制限されないことが理
解されるべきである。様々な修正、変更、および変形が、請求項の範囲から外れることな
く上記の方法および装置の配置、動作、および詳細においてなされ得る。
　以下に、本願出願時の請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定す
る方法であって、
　可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つのプリアンブルシーケンスを具備する被
受信信号に対応する整数搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）候補の縮小された組を割り出
すことと、
　前記被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行することであって
、各候補被送信信号が前記可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを具備し、各候
補被送信信号が前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し、相関値が相関演
算の結果割り出される、相関演算を実行することと、
　前記相関値を使用して前記プリアンブルシーケンスを同定するとともに前記整数ＣＦＯ
を推定することと、
　を具備する方法。
［２］前記プリアンブルシーケンスを同定することおよび前記整数ＣＦＯを推定すること



(29) JP 2014-78965 A 2014.5.1

が同時に行なわれる、
　［１］の方法。
［３］前記プリアンブルシーケンスを同定することが、前記プリアンブルシーケンスと関
連付けられているプリアンブルインデックスを同定することを具備する、
　［１］の方法。
［４］前記プリアンブルシーケンスに対応するセグメントを同定することをさらに具備す
る、
　［１］の方法。
［５］仮想セグメントを割り出すことをさらに具備し、
　前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組が前記仮想セグメントに基づいて割り出される、
　［１］の方法。
［６］整数ＣＦＯ候補の完全な組が、前記可能なプリアンブルシーケンスの各々について
の２×Ｚｉ個の整数ＣＦＯ候補を具備し、
　Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯである、
　［１］の方法。
［７］所与のセグメントｓについて、前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組がｚ＝－Ｚｉ＋
ｖｓ－ｓ：３：Ｚｉであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、ｖｓが仮想セグ
メントである、
　［１］の方法。
［８］前記プリアンブルシーケンスを送信することが、前記プリアンブルシーケンスを複
数の直交の副搬送波上に変調することを具備し、
　前記副搬送波の電力を割り出すことと、
　前記副搬送波の電力に基づいて前記仮想セグメントを割り出すことと、
　をさらに具備する、［１］の方法。
［９］前記仮想セグメントが
【数６】

として割り出され、
　P(v) = sum(P(Kmin+v:3:Kmax))であり、Kmin = min(is,m=i)－Ziであり、Kmax = max(i

s,m=M)+Ziであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、Ｍがプリアンブルシーケ
ンスの長さであり、ｉｓ，ｍがセグメントｓに割り当てられている副搬送波インデックス
の組である、
　［８］の方法。
［１０］
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【数７】

　［１］の方法。
［１１］前記方法が、直交周波数分割多重化のために構成される無線通信システム中の遠
隔局によって行なわれる、
　［１］の方法。
［１２］プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定
するように構成された無線装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電気的に通信するメモリと、
　前記メモリ内に格納された命令であって、
　を具備し、
　前記命令は、
　可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つのプリアンブルシーケンスを具備する被
受信信号に対応する整数搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）候補の縮小された組を割り出
し、
　前記被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行することであって
、各候補被送信信号が前記可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを具備し、各候
補被送信信号が前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し、相関値が相関演
算の結果割り出される、相関演算を実行し、
　前記相関値を使用して前記プリアンブルシーケンスを同定するとともに前記整数ＣＦＯ
を推定する、
　ための実行可能ファイル（executable）である、無線装置。
［１３］前記プリアンブルシーケンスを同定することおよび前記整数ＣＦＯを推定するこ
とが同時に行なわれる、
　［１２］の無線装置。
［１４］前記プリアンブルシーケンスを同定することが、前記プリアンブルシーケンスと
関連付けられているプリアンブルインデックスを同定することを具備する、
　［１２］の無線装置。
［１５］前記命令が、また、前記プリアンブルシーケンスに対応するセグメントを同定す
るための実行可能ファイルである、
　［１２］の無線装置。
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［１６］前記命令が、また、仮想セグメントを割り出すための実行可能ファイルであり、
　前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組が前記仮想セグメントに基づいて割り出される、
　［１２］の無線装置。
［１７］整数ＣＦＯ候補の完全な組が、前記可能なプリアンブルシーケンスの各々につい
ての２×Ｚｉ個の整数ＣＦＯ候補を具備し、
　Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯである、
　［１２］の無線装置。
［１８］所与のセグメントｓについて、前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組がｚ＝－Ｚｉ

＋ｖｓ－ｓ：３：Ｚｉであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、ｖｓが仮想セ
グメントである、
　［１２］の無線装置。
［１９］前記プリアンブルシーケンスを送信することが、前記プリアンブルシーケンスを
複数の直交の副搬送波上に変調することを具備し、
　前記命令が、また、
　前記副搬送波の電力を割り出し、
　前記副搬送波の電力に基づいて前記仮想セグメントを割り出す、
　ための実行可能ファイルである、
　［１２］の無線装置。
［２０］前記仮想セグメントが
【数８】

として割り出され、
　P(v) = sum(P(Kmin+v:3:Kmax))であり、Kmin = min(is,m=i)－Ziであり、Kmax = max(i

s,m=M)+Ziであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、Ｍがプリアンブルシーケ
ンスの長さであり、ｉｓ，ｍがセグメントｓに割り当てられている副搬送波インデックス
の組である、
　［１９］の無線装置。
［２１］
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【数９】

　［１２］の無線装置。
［２２］前記無線装置が、直交周波数分割多重化のために構成される無線通信システム中
の遠隔局である、
　［１２］の無線装置。
［２３］プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定
するように構成された装置であって、
　可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つのプリアンブルシーケンスを具備する被
受信信号に対応する整数搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）候補の縮小された組を割り出
すための手段と、
　前記被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行するための手段で
あって、各候補被送信信号が前記可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを具備し
、各候補被送信信号が前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し、相関値が
相関演算の結果割り出される、相関演算を実行するための手段と、
　前記相関値を使用して前記プリアンブルシーケンスを同定するとともに前記整数ＣＦＯ
を推定するための手段と、
　を具備する装置。
［２４］前記プリアンブルシーケンスを同定することおよび前記整数ＣＦＯを推定するこ
とが同時に行なわれる、
　［２３］の装置。
［２５］前記プリアンブルシーケンスを同定することが、前記プリアンブルシーケンスと
関連付けられているプリアンブルインデックスを同定することを具備する、
　［２３］の装置。
［２６］前記プリアンブルシーケンスに対応するセグメントを同定するための手段をさら
に具備する、
　［２３］の装置。
［２７］仮想セグメントを割り出すための手段をさらに具備し、
　前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組が前記仮想セグメントに基づいて割り出される、
　［２３］の装置。
［２８］整数ＣＦＯ候補の完全な組が、前記可能なプリアンブルシーケンスの各々につい
ての２×Ｚｉ個の整数ＣＦＯ候補を具備し、
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　Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯである、
　［２３］の装置。
［２９］所与のセグメントｓについて、前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組がｚ＝－Ｚｉ

＋ｖｓ－ｓ：３：Ｚｉであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、ｖｓが仮想セ
グメントである、
　［２３］の装置。
［３０］前記プリアンブルシーケンスを送信することが、前記プリアンブルシーケンスを
複数の直交の副搬送波上に変調することを具備し、
　前記副搬送波の電力を割り出すための手段と、
　前記副搬送波の電力に基づいて前記仮想セグメントを割り出すための手段と、
　をさらに具備する、
　［２３］の装置。
［３１］前記仮想セグメントが
【数１０】

として割り出され、
　P(v) = sum(P(Kmin+v:3:Kmax))であり、Kmin = min(is,m=i)－Ziであり、Kmax = max(i

s,m=M)+Ziであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、Ｍがプリアンブルシーケ
ンスの長さであり、ｉｓ，ｍがセグメントｓに割り当てられている副搬送波インデックス
の組である、
　［３０］の装置。
［３２］
【数１１】

　［２３］の装置。
［３３］前記装置が、直交周波数分割多重化のために構成される無線通信システム中の遠
隔局である、
　［２３］の装置。



(34) JP 2014-78965 A 2014.5.1

［３４］プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定
するためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプログラム製品は命
令を格納するコンピュータ可読媒体を具備し、前記命令は、
　可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つのプリアンブルシーケンスを具備する被
受信信号に対応する整数搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）候補の縮小された組を割り出
すためのコードと、
　前記被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行するためのコード
であって、各候補被送信信号が前記可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを具備
し、各候補被送信信号が前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し、相関値
が相関演算の結果割り出される、相関演算を実行するためのコードと、
　前記相関値を使用して前記プリアンブルシーケンスを同定するとともに前記整数ＣＦＯ
を推定するためのコードと、
　を具備するコンピュータプログラム製品。
［３５］前記プリアンブルシーケンスを同定することおよび前記整数ＣＦＯを推定するこ
とが同時に行なわれる、
　［３４］のコンピュータプログラム製品。
［３６］前記プリアンブルシーケンスを同定することが、前記プリアンブルシーケンスと
関連付けられているプリアンブルインデックスを同定することを具備する、
　［３４］のコンピュータプログラム製品。
［３７］前記プリアンブルシーケンスに対応するセグメントを同定するためのコードをさ
らに具備する、
　［３４］のコンピュータプログラム製品。
［３８］仮想セグメントを割り出すためのコードをさらに具備し、
　前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組が前記仮想セグメントに基づいて割り出される、
　［３４］のコンピュータプログラム製品。
［３９］整数ＣＦＯ候補の完全な組が、前記可能なプリアンブルシーケンスの各々につい
ての２×Ｚｉ個の整数ＣＦＯ候補を具備し、
　Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯである、
　［３４］のコンピュータプログラム製品。
［４０］所与のセグメントｓについて、前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組がｚ＝－Ｚｉ

＋ｖｓ－ｓ：３：Ｚｉであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、ｖｓが仮想セ
グメントである、
　［３４］のコンピュータプログラム製品。
［４１］前記プリアンブルシーケンスを送信することが、前記プリアンブルシーケンスを
複数の直交の副搬送波上に変調することを具備し、
　前記副搬送波の電力を割り出すためのコードと、
　前記副搬送波の電力に基づいて前記仮想セグメントを割り出すためのコードと、
　をさらに具備する、
　［３４］のコンピュータプログラム製品。
［４２］前記仮想セグメントが
【数１２】

として割り出され、
　P(v) = sum(P(Kmin+v:3:Kmax))であり、Kmin = min(is,m=i)－Ziであり、Kmax = max(i

s,m=M)+Ziであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、Ｍがプリアンブルシーケ
ンスの長さであり、ｉｓ，ｍがセグメントｓに割り当てられている副搬送波インデックス
の組である、
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　［４１］のコンピュータプログラム製品。
［４３］
【数１３】

　［３４］のコンピュータプログラム製品。
［４４］前記コンピュータプログラム製品が、直交周波数分割多重化のために構成される
無線通信システム中の遠隔局に含まれている、
　［３４］のコンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定する方
法であって、
　セグメントとは別に仮想セグメントを割り出すことであって、前記仮想セグメントは１
または複数のアクティブな副搬送波の整数搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）を示し、前
記１または複数のアクティブな副搬送波は被受信信号のための複数の副搬送波のサブセッ
トである、仮想セグメントを割り出すことと、
　可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つのプリアンブルシーケンスを具備する前
記被受信信号に対応する整数ＣＦＯ候補の縮小された組を、前記仮想セグメントに基づい
て割り出すことと、
　前記被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行することであって
、各候補被送信信号が前記可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを具備し、各候
補被送信信号が前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し、相関値が相関演
算の結果割り出される、相関演算を実行することと、
　前記相関値を使用して前記プリアンブルシーケンスを同定するとともに前記整数ＣＦＯ
を推定することと、
　を具備する方法。
【請求項２】
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　前記プリアンブルシーケンスを同定することおよび前記整数ＣＦＯを推定することが同
時に行なわれる、
　請求項１の方法。
【請求項３】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することが、前記プリアンブルシーケンスと関連付
けられているプリアンブルインデックスを同定することを具備する、
　請求項１の方法。
【請求項４】
　前記プリアンブルシーケンスに対応するセグメントを同定することをさらに具備する、
　請求項１の方法。
【請求項５】
　整数ＣＦＯ候補の完全な組が、前記可能なプリアンブルシーケンスの各々についての２
×Ｚｉ個の整数ＣＦＯ候補を具備し、
　Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯである、
　請求項１の方法。
【請求項６】
　所与のセグメントｓについて、前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組がｚ＝－Ｚｉ＋ｖｓ

－ｓ：３：Ｚｉであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、ｖｓが前記仮想セグ
メントであり、ｚは－Ｚｉ＋ｖｓ－ｓからＺｉまでの３ごとの数である、
　請求項１の方法。
【請求項７】
　前記プリアンブルシーケンスを送信することが、前記プリアンブルシーケンスを前記複
数の副搬送波上に変調することを具備し、前記複数の副搬送波は直交しており、
　前記複数の副搬送波の電力を割り出すことと、
　前記複数の副搬送波の電力に基づいて前記仮想セグメントを割り出すことと、
　をさらに具備する、請求項１の方法。
【請求項８】
　前記仮想セグメントが

【数１】

として割り出され、
　P(v) = sum(P(Kmin+v:3:Kmax))であり、Kmin = min(is,m=i)－Ziであり、Kmax = max(i

s,m=M)+Ziであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、Ｍが前記プリアンブルシ
ーケンスの長さであり、ｉｓ，ｍがセグメントｓに割り当てられている副搬送波インデッ
クスの組であり、(Kmin+v:3:Kmax)はKmin+vからKmaxまでの３ごとの数である、
　請求項７の方法。
【請求項９】
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【数２】

　請求項１の方法。
【請求項１０】
　前記方法が、直交周波数分割多重化のために構成される無線通信システム中の遠隔局に
よって行なわれる、
　請求項１の方法。
【請求項１１】
　プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定するよ
うに構成された無線装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電気的に通信するメモリと、
　前記メモリ内に格納された命令と、
　を具備し、
　前記命令は、
　セグメントとは別に仮想セグメントを割り出すことであって、前記仮想セグメントは１
または複数のアクティブな副搬送波の整数搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）を示し、前
記１または複数のアクティブな副搬送波は被受信信号のための複数の副搬送波のサブセッ
トである、仮想セグメントを割り出し、
　可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つのプリアンブルシーケンスを具備する前
記被受信信号に対応する整数ＣＦＯ候補の縮小された組を、前記仮想セグメントに基づい
て割り出し、
　前記被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行することであって
、各候補被送信信号が前記可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを具備し、各候
補被送信信号が前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し、相関値が相関演
算の結果割り出される、相関演算を実行し、
　前記相関値を使用して前記プリアンブルシーケンスを同定するとともに前記整数ＣＦＯ
を推定する、
　ための実行可能ファイルである、無線装置。
【請求項１２】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することおよび前記整数ＣＦＯを推定することが同
時に行なわれる、
　請求項１１の無線装置。
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【請求項１３】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することが、前記プリアンブルシーケンスと関連付
けられているプリアンブルインデックスを同定することを具備する、
　請求項１１の無線装置。
【請求項１４】
　前記命令が、また、前記プリアンブルシーケンスに対応するセグメントを同定するため
の実行可能ファイルである、
　請求項１１の無線装置。
【請求項１５】
　整数ＣＦＯ候補の完全な組が、前記可能なプリアンブルシーケンスの各々についての２
×Ｚｉ個の整数ＣＦＯ候補を具備し、
　Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯである、
　請求項１１の無線装置。
【請求項１６】
　所与のセグメントｓについて、前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組がｚ＝－Ｚｉ＋ｖｓ

－ｓ：３：Ｚｉであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、ｖｓが前記仮想セグ
メントであり、ｚは－Ｚｉ＋ｖｓ－ｓからＺｉまでの３ごとの数である、
　請求項１１の無線装置。
【請求項１７】
　前記プリアンブルシーケンスを送信することが、前記プリアンブルシーケンスを前記複
数の副搬送波上に変調することを具備し、前記複数の副搬送波は直交しており、
　前記命令が、また、
　前記複数の副搬送波の電力を割り出し、
　前記複数の副搬送波の電力に基づいて前記仮想セグメントを割り出す、
　ための実行可能ファイルである、
　請求項１１の無線装置。
【請求項１８】
　前記仮想セグメントが

【数３】

として割り出され、
　P(v) = sum(P(Kmin+v:3:Kmax))であり、Kmin = min(is,m=i)－Ziであり、Kmax = max(i

s,m=M)+Ziであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、Ｍが前記プリアンブルシ
ーケンスの長さであり、ｉｓ，ｍがセグメントｓに割り当てられている副搬送波インデッ
クスの組であり、(Kmin+v:3:Kmax)はKmin+vからKmaxまでの３ごとの数である、
　請求項１７の無線装置。
【請求項１９】
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【数４】

　請求項１１の無線装置。
【請求項２０】
　前記無線装置が、直交周波数分割多重化のために構成される無線通信システム中の遠隔
局である、
　請求項１１の無線装置。
【請求項２１】
　プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定するよ
うに構成された装置であって、
　セグメントとは別に仮想セグメントを割り出すための手段であって、前記仮想セグメン
トは１または複数のアクティブな副搬送波の整数搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）を示
し、前記１または複数のアクティブな副搬送波は被受信信号のための複数の副搬送波のサ
ブセットである、仮想セグメントを割り出すための手段と、
　可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つのプリアンブルシーケンスを具備する前
記被受信信号に対応する整数ＣＦＯ候補の縮小された組を、前記仮想セグメントに基づい
て割り出すための手段と、
　前記被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行するための手段で
あって、各候補被送信信号が前記可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つを具備し
、各候補被送信信号が前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１つに対応し、相関値が
相関演算の結果割り出される、相関演算を実行するための手段と、
　前記相関値を使用して前記プリアンブルシーケンスを同定するとともに前記整数ＣＦＯ
を推定するための手段と、
　を具備する装置。
【請求項２２】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することおよび前記整数ＣＦＯを推定することが同
時に行なわれる、
　請求項２１の装置。
【請求項２３】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することが、前記プリアンブルシーケンスと関連付
けられているプリアンブルインデックスを同定することを具備する、
　請求項２１の装置。
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【請求項２４】
　前記プリアンブルシーケンスに対応するセグメントを同定するための手段をさらに具備
する、
　請求項２１の装置。
【請求項２５】
　整数ＣＦＯ候補の完全な組が、前記可能なプリアンブルシーケンスの各々についての２
×Ｚｉ個の整数ＣＦＯ候補を具備し、
　Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯである、
　請求項２１の装置。
【請求項２６】
　所与のセグメントｓについて、前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組がｚ＝－Ｚｉ＋ｖｓ

－ｓ：３：Ｚｉであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、ｖｓが前記仮想セグ
メントであり、ｚは－Ｚｉ＋ｖｓ－ｓからＺｉまでの３ごとの数である、
　請求項２１の装置。
【請求項２７】
　前記プリアンブルシーケンスを送信することが、前記プリアンブルシーケンスを前記複
数の副搬送波上に変調することを具備し、前記複数の副搬送波は直交しており、
　前記複数の副搬送波の電力を割り出すための手段と、
　前記複数の副搬送波の電力に基づいて前記仮想セグメントを割り出すための手段と、
　をさらに具備する、
　請求項２１の装置。
【請求項２８】
　前記仮想セグメントが
【数５】

として割り出され、
　P(v) = sum(P(Kmin+v:3:Kmax))であり、Kmin = min(is,m=i)－Ziであり、Kmax = max(i

s,m=M)+Ziであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、Ｍが前記プリアンブルシ
ーケンスの長さであり、ｉｓ，ｍがセグメントｓに割り当てられている副搬送波インデッ
クスの組であり、(Kmin+v:3:Kmax)はKmin+vからKmaxまでの３ごとの数である、
　請求項２７の装置。
【請求項２９】
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【数６】

　請求項２１の装置。
【請求項３０】
　前記装置が、直交周波数分割多重化のために構成される無線通信システム中の遠隔局で
ある、
　請求項２１の装置。
【請求項３１】
　プリアンブルシーケンスを同定するとともに整数搬送波周波数オフセットを推定するた
めのコンピュータ可読記憶媒体であって、前記コンピュータ可読記憶媒体は命令を具備し
、前記命令は、
　コンピュータに、セグメントとは別に仮想セグメントを割り出させるためのコードであ
って、前記仮想セグメントは１または複数のアクティブな副搬送波の整数搬送波周波数オ
フセット（ＣＦＯ）を示し、前記１または複数のアクティブな副搬送波は被受信信号のた
めの複数の副搬送波のサブセットである、仮想セグメントを割り出させるためのコードと
、
　コンピュータに、可能なプリアンブルシーケンスの組の中の１つのプリアンブルシーケ
ンスを具備する前記被受信信号に対応する整数ＣＦＯ候補の縮小された組を、前記仮想セ
グメントに基づいて割り出させるためのコードと、
　コンピュータに、前記被受信信号および複数の候補被送信信号に関して相関演算を実行
させるためのコードであって、各候補被送信信号が前記可能なプリアンブルシーケンスの
組の中の１つを具備し、各候補被送信信号が前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組の中の１
つに対応し、相関値が相関演算の結果割り出される、相関演算を実行させるためのコード
と、
　コンピュータに、前記相関値を使用して前記プリアンブルシーケンスを同定するととも
に前記整数ＣＦＯを推定させるためのコードと、
　を具備するコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３２】
　前記プリアンブルシーケンスを同定することおよび前記整数ＣＦＯを推定することが同
時に行なわれる、
　請求項３１のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３３】
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　前記プリアンブルシーケンスを同定することが、前記プリアンブルシーケンスと関連付
けられているプリアンブルインデックスを同定することを具備する、
　請求項３１のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３４】
　コンピュータに、前記プリアンブルシーケンスに対応するセグメントを同定させるため
のコードをさらに具備する、
　請求項３１のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３５】
　整数ＣＦＯ候補の完全な組が、前記可能なプリアンブルシーケンスの各々についての２
×Ｚｉ個の整数ＣＦＯ候補を具備し、
　Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯである、
　請求項３１のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３６】
　所与のセグメントｓについて、前記整数ＣＦＯ候補の縮小された組がｚ＝－Ｚｉ＋ｖｓ

－ｓ：３：Ｚｉであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、ｖｓが前記仮想セグ
メントであり、ｚは－Ｚｉ＋ｖｓ－ｓからＺｉまでの３ごとの数である、
　請求項３１のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３７】
　前記プリアンブルシーケンスを送信することが、前記プリアンブルシーケンスを前記複
数の副搬送波上に変調することを具備し、前記複数の副搬送波は直交しており、
　コンピュータに、前記複数の副搬送波の電力を割り出させるためのコードと、
　コンピュータに、前記複数の副搬送波の電力に基づいて前記仮想セグメントを割り出さ
せるためのコードと、
　をさらに具備する、
　請求項３１のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３８】
　前記仮想セグメントが
【数７】

として割り出され、
　P(v) = sum(P(Kmin+v:3:Kmax))であり、Kmin = min(is,m=i)－Ziであり、Kmax = max(i

s,m=M)+Ziであり、Ｚｉが最大の許容される整数ＣＦＯであり、Ｍが前記プリアンブルシ
ーケンスの長さであり、ｉｓ，ｍがセグメントｓに割り当てられている副搬送波インデッ
クスの組であり、(Kmin+v:3:Kmax)はKmin+vからKmaxまでの３ごとの数である、
　請求項３７のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３９】
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【数８】

　請求項３１のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４０】
　前記コンピュータ可読記憶媒体が、直交周波数分割多重化のために構成される無線通信
システム中の遠隔局に含まれている、
　請求項３１のコンピュータ可読記憶媒体。
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